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フィリピンのGDPは２０２８年まで
平均5.3％成長するとの見通しを
Oxford Economicsが最新調査で

出した。これにより再度、外人投
資家はフィリピン株をオーバーウ
エイトにつながることだろう。ただ、
今週に限るとテクニカル的な調
整を避けられないだろう。
週足ICHIMOKU３本足では転換
線7819か、第１フシ目7743Phが

下値抵抗ラインとなっており、こ
の水準までの値幅調整を想定し
ておきたい。

ただし、この押し目が今年最後の
仕込み場になる可能性が大きい。
次に8000Phを超えた時には、最

高値更新へ向かうからだ。
（Nishina）

市場一刀両断



今週のアナリスト注目銘柄 BDO Unibank,Inc.（BDO)
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【銘柄概要】フィリピン最大の銀行であるBDOは非常に強力な基本的基盤を持っていることを示しています。
将来的にはさらなる拡大プロジェクトが期待されています。
【注目材料】フィリピンで最も急成長している会員制ショッピング施設であるLanders Superstoreと新たな提携
関係を結んだ。またブラカンの農村銀行も買収した。これらは長期的には確実に利益増へ結実するでしょう。

【投資戦略】投資レーダーは収益力・資本力がやや劣っていますが、これは銀行セクターの宿命的なもので
問題ありません。株価は底値圏にあることも関係しPVR極めて割安。中期の仕込み場になります。
（By:Norman）
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“妥当株価ロボ”からのメッセージ銘柄 NEW CONTENT

【銘柄概要】投資持株会社。フィリピンで最大の住宅建設会社の一つ。同社は5つ
の住宅ブランドを運営。中低価格ブランドが収益の大部分を占める。
【注目材料】国内の戸建て需要の高まりから、中低価格受託を得意とする同社の業
績は極めて堅調に推移する見通し。２０１８年度も２ケタの増収増益となった模様だ。

【投資戦略】前期に引き渡し物件が減少したため投資力の成長項目が落ち込んでる
が、第４半期は大幅改善が予想される。またPVRは２月の急騰にも関わらず、極め
て割安な水準にある。中期で大化け候補の一つ。（By:Nishina）
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天気予報 テクニメンタル天気図での注目銘柄 NEW CONTENT

先週から新たなコンテンツとしてフィリピン株.comに追加した「テクニメンタル天気図」

の銘柄検索機能を使い有望銘柄を抽出。ファンダメンタルズが右サイドにありテクニ
カルが+1～+2の間に位置する、陽転バリュー銘柄となる。

今週の注目は２銘柄でともに妙味は大きいが、ABCは
外資保有制限があるため今回はPHNに注目。広範な

産業への投資会社だが、ここにきて特に教育関係で海
外を含め積極的な展開を行う。ここにきて値動きが粗
いのは教育関係の材料が出て、市場が混乱している
ためだが、東南アジアでの教育ビジネスの強化（詳細
はサイトの最新ニュースを参照）は業績にプラス。PVR
が極めて割安で、上抜けを追撃。
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最低売買金額一覧（2/22現在）


